














- 通産省 『第2回海外事業活動基本調査 ･
海外投資統計総覧』の分析を中心に-
向 毒
Ⅰ は じ め に
本稿の目的は通商産業省産業政策局国際企業課編 『第1回海外事業活動基本













も2), 海外直接投資の現実的要因を説明するというより,海外直接投資の本格1) 宮崎義一 ｢現代資本主義と多国薄企業｣岩波書店,1982年,特に第3章を参腰されたい｡
2) 拙稿,我が国企業の在外子会社と資金商連,日本貿易会貿易研究所 ｢多国籍企業と貿易｣1985
年6月,124-126ページ｡

























3) 佐藤定幸 ｢多国籍企業の政治経済学｣有斐鼠 1984年,弟4章参照,103-137ページ｡
4) 島田克美 ｢海外直凄投資入門｣学文社,1986年,86-87ページ｡




























8) 拙稿,多国籍銀行生成の論現 宮崎義一粛 ｢多国籍企業の研究J鹿摩書見 1982年,49-51ペ
ージ｡


































第 1表 我が国海外投資･証券投資の推移 (単位･100万ドル)





































産業が37億 ドル毒軌 金融 ･保険業が21億弱を占めており13),87年度には北米向













3016【2,645 29･61 736 3･3I
(資料) 日本輸出入銀行海外投資研究所 『海外投資研究所報』1987年10月,1988年7月｡
在外子会社の資金調達と資本過剰論 (411)99
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国 内給 固定 資 本 形成
** F 十億円
民 間 企 業 設 備
*☆ G 十億円
国 民 総 支 出
** H 十億円











































































































第5表 本社企業の海外事業活動のための資金調達 (その1) 単位:(%)
年 度 l19等蒜77E1973蒜801(蒜 ) l(大望藁).,l(中農 )1,
106(418) i第142巻 第4号
(その2) (単位:%)
19等蒜 7I19蒜 80】(蒜 ) t(大望完)1-E(中農 )‖年 度
(化 学)
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さて, ここで資金調達先別分訳を第 6表か らみると,総額で自己資 金 2,519
億円,政府系金融検閲からの借入1,016億PL 民間金融棟閑からの 借 入1,169億
円,その他228億円となっているO 自己資金の 大半は製造業 と商業がそれぞれ
62.2% と20%を占めてお り,両者で自己資金の大宗をなすが,製造業の中で も
電気機械 と輸送機械が各々23,5%,9.6% と大 きな 割合を 占めている｡ これは
両者 (電気横板 と輸送機械)が製造業直接投資の中で占める位置が大 きいとい
う前節の分析 と照応 しているO
つぎに政府系金融機関の資金は約 3分の2 (66%)までを鉱業が占め,残 り
は鉄鋼 8.9% と商業17.8% とに集中 していることがわかる｡ 日本輸出入銀行を





自己資金 配 管悪賢禦暦幣 管 禦トそ の 他 l 合 計
稔 額 l 241,914 l山 101,630 l 116.865 1 22,849 1 483,258











































































ル (17.4%),現地金融機関からの借入1,899億ドル (27.9%), その他589億ド


















鉄鋼 (63.6%),電気横板 (71.7%),石油 ･石炭製品 (100%),商業 (64.2%)
である｡これらは成熟化した段階に達したといえる｡逆に自己資本比率が低い
産業は鉱業 (36.7%),木材 ･耗 ･パルプ (12.6%),非鉄金属 (20･9%), その















金属677億 ドル,商業548億 ドル,電気横紙543億 ドル,その他製造業458億 ドル,
化学447億 ドルといったところである｡
地域別にみると自己資金比率が高いのはアメリカ (62.2%),EC (56.1%),














日本企業の在外子会社の長期借入金残高 (1983年度末) は総廟 2兆3,022億
ドルにのぼる (1980年度末は21),総額2兆2,644億 ドルであった｡ただし,『第
21) 同上書,129ページ｡







設備投資資金調達 (1983年度) 単位;100万円 (%)
値が誤植であると考えられる｡
らかの数値が誤植であると考えられる｡
116 (428) 第142巻 第4号
2回基本調査』には枠外参考値として総額3兆3,041億 ドルが表示されているが,
これと総額2兆3,022億 ドルの関係は明記していないので,正確 には比較でき
ないO)が,出資者からの唐人1兆2,116億 ドル (52.8%),うち日本か ら8,622








莱 (87.2%),鉄鋼(85.3%),サービス業 (83.3%),精密機械 (62.3%)である.
現地借入比率の大きい産業は織維 (86.6%),木材 ･紙 ･パルプ (64.7%),化学
(74.8%),一般磯裸 (69.5%),電気椀械 (71.2%),輸送機枕 (77,3%),石油
･石炭製品 (61.5%),商業 (62.7%)である｡現地借入比率が高いということ
はそれだけ信用力を確立したことを示唆していよう｡また現地邦銀からの借入
が比較的高い産業は商業 (43.2%),精密磯械 (24.0%),食料品 (19.6%),輸
送機械 (19.3%),その他製造業 (16.8%)である｡
地域別に長期借入を検討すると,出資者からの借入に依存する庭合いの強い
のは北米 (67.0%),アジア (61.1%),中東 (71.4%),オセアニア (62.2%)で
あり,現地金融機関からの借入比率の高いのは (北米とはやや矛盾するが)ア
メリカ (61.1%),中南米 (67.0%),ヨーロッパ (60.7%)であり, アフ リカ
は両者が括抗しているO
現地邦銀の比率が高いのはアメリカ (28.9%),中南米 (21.8%),EC (18.5




第9表 日本企業在外子会社の長期借入金残高 (1984年3月) (単位:100万円)
~丁字-:IIT ~三二千二-I
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入は1,468億 ドル (5.3%) にすぎず,ち)ち日本からの借入は 897億 ドル (3.2
%)25)と限界的部分を占めるにすぎず,大半が現地金融機関からの借入によっ















第10表 日本企業在外子会社の短期借入金残高 (1984年3月) (単位:100万円)
出資者からの借入 現地金融機関か らの借入
(4) 声757蒜
百 分 比 (%)
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第11表 日本企業在外子会社の現地邦銀借 第12表 日本企業在外子会社の現地邦銀借
入の産業別構成 (1984年3月) 人の地域別構成 (1984年3月)
(単位:100万ドル (%) 単位:100万ドル (%)
恒期借入車 期借入金 庫期借入金桓期借入金
総 額 l 294,04011,488,374 総 額 1 449,947l1,999,891










122 (434) 第142巻 第4号
貨幣資本および銀行資本の過剰によって,いわば国内からあふれるように銀行
の多国籍銀行化,グローバル･ネットワークの形成と充実を支えたと同時に,
海外では日系商社を中心とする長 ･短期の借入資金増,つまり商業信用需要と
資本信用需要とを基礎とした銀行信用需要の高まりが,いわば海外から誘い込
むように銀行の多国籍化 グローバル ･ネットワ-クの形成と充実を倹ってい
るという事実が検証されたと考えるわけである｡その意味では本稿 ｢多国籍銀
行生成の論理｣で提起した仮説をその大筋において支持しているということが
いえるであろう｡
